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教育を語るつどい

P4 川崎市地域教育会議交流会

令和7年度住民委員募集

地域教育会議所属団体

『多摩区役所地域みまもり支援センター学校・地域連携』

こんな仕事をしています
南京保美様

学齢期の子どもに関する諸課題について、市立小中学校、関係諸機関、区役所等と連携し、情報共有、

対応・支援を行っています。各区に配置されているので、緊急時もすぐに学校に駆けつけることができます。

◎学校運営支援・ ・学校訪問(授業力向上、初任教員の指導・相談) 、研修実施など

◎相談業務・ ・ ・外国につながりのある児童生徒などの就学相談、スクールソーシャルワーカーの派遣 など

◎学校安全推進・ ・ ・通学路安全会議の開催など

◎感染症の対応・ ・ ・感染症に関する情報提供、臨時休校の相談など

◎幼保小連携推進・ ・ ・小学校入学へ向けた幼稚園・保育園と小学校の架け橋プログラム取組推進など

◎災害時の対応・ ・ ・避難所運営のサポートなど

参加者で意見交換をしました

「学校・地域連携」という名称だけど、最近の学校と地域には距離を感じる気が・・。

●昔と比べると、安全面への配慮があり、地域と学校がつながりにくくなっているように感じます。まずは、地域

の大人同士がつながりを持つことで、学校と連携しやすくなり、さらに子どもたちも安心して地域の大人とつな

がっていくことができるのではないでしょうか。これにより、地域の見守り活動の強化や学校運営の協力など様々

な問題が解決できる気がします。

●家族以外との関わりが増えてくる小学3, 4年生をダーゲソトにして、地域の大人が子どもとつながるきっかけ

を持つのもいいと思います。

●学校に適えない児童生徒の居場所として、教育相談センター管轄の「ゆうゆう広場たま」や「川崎市子ども夢

パーク」 「こども文化センター」などがありますが、地域によって行きづらかったり、スタッフ不足であったり、周知

が十分ではないという課題があります。

教育に関する学習会やグループ活動の情報、ご意見など多摩区地域教育会議あてにお寄せください

多摩区地域教育会議事務局
(多摩市民館内)

〒2「4-8570 多摩区登戸1775-1

TEL: 044-935-3333 FAX:O44-935-3398

Ema旧chikyou95tamaku@gmail.com
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字露を専山下の
林一ドゲームオブヮシ1Iチーター報座

令和7年2月1日、第3回語「○○mを開催しました。約20名の参加者が集まり、

午前中はフアシリテ一夕一講座、午後はボードゲーム会が行われました。

フアンリチーターとは?

会議を円滑に進める人のことです。参加者の意見を引き出し、内容を深めたり、整理

をしたりします。話し合いの内容によっては結論まで導くこともあります。

上手にブタシリチーターを疎める蹴?

物事を“教える’’ということは知識を共有することです。これはAiにも務めることが

できます。似たような言葉に“伝える’’というのがあります。これは、相手の心情に語

りかけることです。これによって共感を得ることができます。さらに、共感することで

他人に伝えたくなり、共感の輪を広げることにもつながります。

スムーズな話し合いにするために、フアシリテ一夕ーは、相手の心に語りかけて意見を

引き出すことが大切です。これこそが人のなせる技です。

郵-トゲ「ムを優ってブタンリデータ一握議しまう

1、ゲームのインスト(ルール説明)

ゲームの情報を伝える

どんなゲーム?遊び方は?勝利条件は?

2.タイムキーパー

時間という質をうまく活用させる 禽
制限時間を決めて、ドキドキ感を演出

3.場の雰囲気づくり

肯定的な声かけを意識する

-緒になって喜んであげる

相手のリアクションを見て、特性を見分ける

(ムードメーカー、おとなしめの人など)

"

1 午後蹴大いにゲーム傭教

音
午前中の講座を参考に、参加者同士、

ポジティブな声かけを意識して、 1 0種

類以上のゲームを体験しました。ゲーム

を介することで、性別、年齢を越えて、

参加者がフラットに楽しめるという経験

をしました。

最後はみな笑顔で、会場があただかな雰

囲気に包まれていました。
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晒ゆめペ 上掌
のじかん 意見交換会

令和6年度「教育を語るつとい」を3月1 6日に開催しました。

今年度は、高津区の`川崎市子ども夢パーク’’を題材にした映画を上映しました。

小学生から大人までご参加いただき、上映後は参加者で意見交換を行いました。

映画の紹介

高津区津田山にある子ともたちの居場所「川崎市子ども夢パーク」 =通称「ゆめパ」 。

遊んで、転んで、立ち止まって. ‥誰もが安心して自分らしく過ごせる居場所で育まれる、

子ともたちのかけがえのない“じかん’’を情感豊かに描いた珠玉のドキュメンタリーです。

感想

・土や草木、生き物に触れるなど、五感や手指を使うことは大切で、ゆめパはそれが可

能な場所。市民として子どもの居場所が提供されているのが嬉しかったです。

・自分が自分でいられる場所、正解がなく何をやってもいいところ、認めてくれるところ

があるのはとてもいいと感じました。

・ゆめパは遊ぶだけでなく、勉強もできるところなんだと分かりました。 (小学生)

・子どもの成長、人間の育ちについて語り合うための材料として、優れた教材になると

思いました。

映画を見て考える、子どもの居場所と大人の学び

・子とも自身が失敗から““生きる力’’を学ぶために、まずは大人が見守る力をもっと養

うべきだと思います。

・ゆめパでのびのびと過ごしている中で、どのように``がまん’’や“やるべきこと’を

学ぶのか疑問でしたが、自分のやりたいことを実現するためには、学ぶべきことがあ

ると子とも自身が気がつくと思います。大人は信じてあげることが大切だと思います。

・学校と家庭以外のゆめパのような第3の子どもの居場所は必要です。学校現場でも、

教室に入れない子を他の教室や校庭などで受け入れる専門の職員を配置しているとこ

ろがあります。限りある資源を活かすために、もっと学校内でも新たな居場所ができ

るといいです。 (そのための人材確保も)

・子どもも大人も多様性を受け入れることは必要ですが、まだ理解しきれていないと思

います。大人はP丁Aや地域の活動などの社会教育を通して学ぶべきだと思います。



令和 ら 年度

令和7年3月「日、令和6年度の川崎市地域教育会議交流会が多摩区にて開催されました。

この交流会は、川崎市の全中学校区・行政区に参加を呼びかけ、開催しています。参加した団体は展示物を

作成し、今年度の活動を紹介しました。全体会議では、行政区議長会も参加する川崎市地域教育ネットワーク

推進会議において、次期かわさき教育プランについて話し合われたとの報告がありました。その後、中学校

区と行政区がそれぞれ小グループに分かれて、意見交換を行いました。中学校区では、 “各活動が社会教育

と学校教育のどちらに重きをおいているか、または目指しているか巾“学校運営協議会と地域教育会議がど

のように関わっているが’などが話されました。行政区では活動の紹介や、 “今後どのように地域教育会議の

活動を広めていくが’などの課題について意見交換がなされました。

ちえの輪voi.99 ④


